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的矢湾の入口に建つ「安乗埼灯台（あのりさきとうだい）」。波が静かな湾内
と荒々しい太平洋の眺めを同時に楽しむことができます。その歴史は古く、
今から340年前の1681年、徳川幕府が船の道しるべとして燈明堂を建て
たのがはじまりです。1873年には、「灯台の父」と呼ばれるイギリス人技師
リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導により、同地に全国で20番目の
洋式灯台が建てられ、日本初の回転式フレネルレンズが採用されました。
その後、海蝕などによる地盤の崩れで２度にわたり岬先端から後退し、
1948年、珍しい四角形の灯台として現在の位置に建て替えられました。「日本の灯台50選」にも選ばれる美しい白亜
の灯台は、映画「喜びも悲しみも幾歳月」や吉井勇の「志摩月夜」などの小説にも取り上げられ、海とともに生きてきた
志摩地域を象徴する建物として親しまれています。また、2013年には国の登録有形文化財にも指定されました。

安乗埼灯台近くの資料館にはブラントン設計
の灯台が1/3スケールで再現されています
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